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◆ つい先日まで桜花爛漫のさいたま市も今や葉桜となりましたが、東北、北海道はこれから

ですね。北海道は梅・桃・桜が同時に咲くとのことですが、是非一度花見に行ってみたい

と思っています。 

◆ そばネット埼玉がＮＰＯ法人そばネットジャパンに衣替えして新たなる旅立ちをした令和 2

年 4月は得体の知れない新型コロナウィルス感染拡大に日本中が慄いていて、7日に初

めての緊急事態宣言が 7 都府県に発布され、16 日には全国に拡大され日本の経済・社

会活動が沈黙し、ウィルスとの長い戦いが始まりました。その 16 日の全国感染者数は

576人、累計国内感染者数は 9,362人でありました。 

◆ 2年後の昨日（4月10日）の感染者数は49,172人でほぼ100倍、累計人数は7,050,185

人でほぼ 700倍となっていますが、街は人であふれていても緊急事態宣言などの規制の

動きもないまま第 7 波になろうとしており、正しくこれが国の掲げる“with コロナ”なのでし

ょう。（数字は NHK「特設サイト 新型コロナウィルス」より） 

◆ ワクチン接種は先進国では進んでいるものの、デルタ、オミクロンなどの変異株が猛威を

振るい、重症化を防ぐ治療薬の開発も途上であります。 

◆ 世界各国が協力して新型コロナウィルス対策に加え、地球温暖化などの環境問題・貧

困・紛争・人権問題など多くの課題に取り組んでいる最中、ロシアによるウクライナ侵略

戦争で人道・経済共に世界中が混乱状態になっていて、毎日ように悲惨なニュースが流

れ、人類にとっては二重、三重苦ともいえる状況です。せめて、人が決めることができる

戦争の終結を待ち望むばかりです。 

◆ そばネットジャパンはそば文化の継承・発展のための活動ですが、人が集まってこそ成り

立つ事業であり、コロナ禍の 2 年間は事業の縮小・延期・中止などが余儀なくされてきて

おります。 

◆ しかしながら、コロナ禍でも多くの会員の努力により知恵と工夫を出し合って大きな成果

を上げることができました。以下に主な実施事業を紹介しますが詳細はホームページをご

覧ください。 

【交流事業】 

◇ ソバ栽培体験プログラム  2回 

◇ 全日本そば打ちマスターズ大会 2回 

◇ 会員そば打ち対抗選手権大会 2回 

【地域活力向上・地域文化の継承事業】 

◇ 戸隠そば文化交流会 2回 

【手打ちそば伝道師技能検定事業】 

◇ 直轄技能検定会  埼玉県伊奈町 初段~五段 5回   



◇ 会員主催技能検定会 北海道新得町、長沼町、伊達市 各 1回、栃木県大田原市 

1回、群馬県沼田市 2回、千葉県茂原市 1回 初段~四段 合計 7回 

3月 31日現在の段位・級位認定者数 

初段 105、二段 119、三段 145、四段 102、五段 40、六段 92 

三級 68、一級 3  合計 674人 

◇ 師範、准師範特別任用研修会の開催 4回 

◇ 技能検定員研修会 2回 

◇ 師範、准師範技能研修会 1回 

◇ 技能検定デモンストレーター選考会 1回 

◇ 公認そば打ち教室の認証 10団体 

◇ 子どもそば打ち体験教室助成 6団体 

【手打ちそば伝道師そば学検定】 

◇ 令和 2年度にそば学検定委員会を設置し学科ごとに 7名の委員を委嘱しました。 

◇ 令和 3 年度は各委員からテキスト原稿を執筆していただき、現在、テキスト出版準備

中で、テキストができ次第そば学検定を実施できる運びとなっています。 

【そばパートナーズ顕彰】 

そばパートナーズ（100単位） 10人、Bronzeそばパートナーズ（200単位） 6人、 

Silverそばパートナーズ（300単位） 3人、Goldそばパートナーズ（500単位） 6人、 

Platinumそばパートナーズ(700単位)3人、Diamondそばパートナーズ（1000単位）1人、 

Cosmosそばパートナーズ(2000単位)1人 

   計 30人 

以上のほか、 システム推進委員会の設置によって、ホームページの刷新、会員登録シ

ステム、技能検定採点システムの構築など事業運営デジタル化を促進しています。 

◆ そばネットジャパンは、伝統食文化である手打ちそばの継承・発展を目指して活動を推進

しておりますが、その事業は“人が集まる”ことで“交流の広がり”、“そば文化への理解の

浸透”など大きな効果をもたらし、事業の採算性も向上することから積極的な事業展開が

可能となります。 

◆ しかしながら、新型コロナウィルス感染拡大を抑えるためには「密集」「密閉」「密接」所謂

3 密を避けることが最大の効果があるとされており、そば打ち活動は 3 密そのものとも言

え、多くのそば打ち愛好団体が休眠状態になってしまいました。 

このような状況の中でも先にご紹介したように「会員が心を一つにして知恵と工夫を重ね

て事業を推進していく」ことでこの難関を切り抜けていかなければなりません。 

◆ 団体正会員数は 2020年 4月 1日現在 46団体でしたが本年 4月 1日で北海道 1団体、

愛知県から 1団体入会となり 53団体となりました。 

この 2 団体は技能検定会開催希望があり、新たな地域に拠点ができることで、私たちが

目指す「小さな交流の輪が連なってやがて大きな自由で楽しいそば文化交流の輪に広が

る」ことでしょう。 

    やがて必ず必ず訪れるコロナ禍の終息を信じて      

♪多くの会員が力を合わせて今できることを着実に進めていきましょう。♪ 


